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私 のスケ ッチ ・ブック(28)

生活スタイルを選択すること

　暖房装置の近代化をめぐって

国立民族学博物館　教授

　　　　　　森　　明子

■セン トラルヒーティングの普及

　冬 の寒 さが厳 しい ヨー ロ ッパ で は、暖

房が 必須 で ある。 ヨー ロ ッパで 家庭 暖房

の主 流 をなす の はセ ン トラル ヒー テ ィン

グで、そ の設 置 は国の お こな う統 計項 目

に も挙 げ られ る ほ ど、 近代化 の指 標 の ひ

とつ に なっ た。

　 ほ とん どの 家庭 にセ ン トラル ヒー テ ィ

ングのパ イ プが通 って い るか ら、あ た り

まえに考 えが ちで あ るが、 この ような設

備 が建物 の建 築 当初か らそ なえて あっ た

わけで は ない。

　 西側諸 国 でセ ン トラル ヒー テ ィ ングが

各 家 庭 に普 及 して い った の は、 お よそ

1970年 代 か らで あ る。 人 び とが 住 む建 物

には 、100年 を越 す古 い 建物 もめ ず ら し

くな いので あ るか ら、 さま ざまな近代 的

な設備 は、 あ とか ら付 け加 え られ てい っ

たこ とは明 らか だ。電 気や ガ ス、エ レベ

ー タ、電 話線 の ほか、 バ ス ・トイ レの設

備 もそ うで あ る。 セ ン トラル ヒー テ ィ ン

都市の町並み を構 成する集合住宅
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グ も、 その ような設備 の ひ とつで あ る。

■新1日の暖房装置

　私 の友 人 は、 旧西 ベ ル リンの古 い労働

者 地区 に住 んで い る。 友 人の住 む集 合住

宅 も古 い もので、 ここで は数年 前 に家主

が セ ン トラル ヒーテ ィ ングの設 備 を敷設

した。 い まご ろにな って、 家主 が この よ

うな設備 を整 えた背景 には、ベ ル リンの

壁が 撤去 された のち の、建 築 ブー ムが あ

る。それ まで、ここの住 人 の暖房 設備 は、

カ ッヘ ルオ ー フェ ンと呼 ばれ る大 きな ス

トーブで あ った。

　 カ ッヘ ル オー フェ ンの大 きさはい ろ い

ろ あ るが 、 平均 的 な もの で 、 幅1.5メ ー

トル、 高 さ1.8メ ー トル 、奥 行 き0.8メ ー

トル程 度 で ある。背 面 を壁 か ら数十 セ ン

チ メー トル ほ どはな して設 置す る。残 り

の三 面 と天頂 部 は タイル張 りで あ る。

　 この大 きなス トー ブの なかで 、石 炭 を

燃 や す。 着火 してか ら石 炭 に火 が まわ る

まで 注意 す る必要 があ るが、 そ の後 ス ト

ー ブの 口を閉 め たあ とは、 タイルが ゆ っ

く りと温 まって ゆ くにつ れ て、部 屋 の温

度が あが って い く。 石炭 が燃 え きったあ

とで も、 タイ ルは温 度 を保 持 して い る。

10時 間あ ま りた った ころか ら、次 第 に温

度が 下が る。朝 、 ス トーブ を焚 いて外 出

し、午 後 に帰宅 す る ころ には、部 屋 は心

地 よ く暖 まってい て、就寝 した のち夜 半

か ら次 第 に温度 が下 が って い く、 とい う

具 合 だ。

　 朝、ス トー ブを た く時 間が遅 す ぎれ ば、

部 屋が 暖 まる のが遅 れ、 震 えてベ ッ ドに

はい ってか ら熱 くなる、 とい うこ とに も

なる。 人 び とは、寒 さと時 間を按 配 して

カ ッヘ ル オ ー フ ェ ン:前 面 に 、鍋 な ど を保

温 す る た め の 窓 が つ い てい て 、 そ こ に タ オ

ル な ど をか け てい る

ス トーブの焚 き口。手前に、引 き出 しの よ

うに して出 してあるのが灰 。右側の篭 に焚

き付け用の木切れや着火剤 を入 れてある
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ス トーブ を使 う。寒 さに よって 中 に入 れ

る石炭 の 数 も調 節 し、厳 寒期 には、夜 に

もス トー ブ を焚 くこ とに よって 、早朝 か

ら朝 の暖房 を確 保す る。

　 カ ッヘ ル オー フェ ンは、 たいへ ん快 適

な暖か さを提 供 して くれ る。 日本 の 暖房

は直火 で、他 方 は オー ブ ン とい え ばそれ

まで だが、 そ の味 わい の違 い は、電子 レ

ン ジ と釜 で炊 いた米 の味 の違 い といった

ほ うが 、 しっ く りす る。

　 カ ッヘ ルオ ー フェ ンの暖 か さは、 セ ン

トラ ル ヒ ー テ ィ ング の 暖 か さ と も異 な

る。 これ は ドイ ツ人 もい うこ とで、前 者

が 直火 を包 み込 ん だ タイルが 、 ゆ っ く り

と空気 を暖 め てい くの に対 して 、パ イ プ

に湯 を通す セ ン トラル ヒー テ ィ ングの熱

板 は、 は るか に短時 間 に熱 を帯 び る。

　 だ が 「暖 か さの違 い 」 とい う と きは、

も う少 し違 うニ ュ ア ンスが あ る。 う ま く

説 明で きないの だが 、セ ン トラル ヒーテ

ィ ングが、複 数 の部屋 を同時 に一 律 に温

め る シス テムで あ る こと も、 そ の暖 か さ

を平 板 で退屈 な ものに して い るよ うに思

われ る。

　 空気 が退屈 、 とい うの も妙 な話 で あ る

が 、部屋 ご とに時 間 をか け て空気 を暖 め

てい くカ ッヘ ルオ ー フェ ンの醸 し出す 暖

か さには、 メ ロデ ィーの ような もの を感

じるの で ある。

　 セ ン トラル ヒー テ ィ ング は近代 的 な生

活 ス タイ ル とと もに普及 した。 カ ッヘ ル

オー フェ ンが、 セ ン トラル ヒー テ ィ ング

に席 をゆず っ た最大 の理 由 は、 その手 間

にあ るだ ろ う。

　 カ ッヘ ルオ ー フ ェ ン を焚 く場 合 に は、

石炭 に火が まわる まで、 ス トー ブの 口 を

み なが ら1時 間 く らい のあ いだ気 をつ け

てお く必要 が ある。加 えて石 炭 は、周 囲

の もの をみ な黒 くす るか ら扱 い がや っか

いで あ る。

　 石炭 の収納 場所 を確 保 す る必要 が あ る

し、何 よ り灰 の始 末 もめ ん ど うで あ る。

毎 朝、前 日の灰 をバ ケ ツに移 し、 数 日で

一杯 にな ったバ ケ ッの灰 を ゴ ミ と して出

す ので あ るが、 十分用 心 して も、 舞 い上

が っ た灰 を多少 かぶ る こ とは覚悟 しな け

れ ば な らない。

　 集合 住 宅 全体 か ら出 され る灰 の量 は、

か な りの もの にな るか ら、 ゴ ミ収 集 能力

と も関連 して くる。 こ う した手 間 を、 ス

イ ッチ を ひねれ ばや がて 暖か くな るセ ン

トラ ル ヒー テ ィ ングが、解 消 した。

■家主の思惑と、借家人の選択

　 さて、友 人の 集合住 宅 の家 主が 、 セ ン

トラ ル ヒー テ ィ ングの設備 を整 えて どう

なっ たか とい う と、何 も変 わ らなか った。

数 年 たった い ま も、住 人 た ちは カ ッヘ ル

オー フェ ンを使 い続 けて い る。

　 その 主要 な理 由 は経 費 にあ る。 建物 に

パ イ プを通 す工事 は家 主 が行 ったが、 器

具 の購入 は住 人負 担 であ る。3つ の部 屋

を暖房 しよ うとす るな ら、3部 屋 分 の器

具 を買 って 設置 しなけれ ば な らない。 そ

の うえ燃 料 費 も、石炭 の ほ うが安 い。

　 それ で も住 人 は、便 利 で近代 的な暖 房

シス テム に移 行 す るだ ろ うとい うのが 家

主 の思惑 で あ ったが 、そ うは な らな か っ

た 。

　 た だ し例外 が あ った。 設備 導入 後 に入

居 した一家 であ る。皮 肉なの は この一 家

の住 まいが 、建物 の最 上 階 にあ る ことだ。
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セ ン トラル ヒーテ ィングは、 温湯 がパ イ

プ を通 るこ とに よって暖 房す る。 そ の温

湯 を沸 かす の は建物 の地 階 にあ るボ イ ラ

ーで、 そ れ を上 階 の各戸 に通 す。 全戸 が

これ を使 って こそ効 率 もあが るが 、そ う

でな い場 合 に は、 コス トの割 に効 果 は小

さい。

　 今 の場 合 、最 上 階に住 む住 人が セ ン ト

ラ ル ヒ ー テ ィ ング の ス イ ッチ を ひ ね る

と、地 階か ら温 湯が最 上 階 まで通 じて い

くまで時 問 もかか る し、熱 も放射 す る。

途 上 にあ る友人 の部屋 で は、パ イプの周

囲 だ けほん の りと暖 か くな る。 友 人 に と

って は ち ょっ と した プ レゼ ン トで あ る

が 、最上 階 の住 人 はその光 熱費 も払 って

い るの だか ら、 お も しろ いわ けは ない。

　 お も しろ いの は、最 上 階の住 人 の こ と

を、隣人 た ちは気 の毒 に は思 って も、不

公平 で ある とは思 わ ない こ とだ。 いや な

ら自身 もカ ッヘ ルオ ー フェ ンを使 えば い

い。 そ れ を使 わ ないの は本 人の 決断 であ

る。

　家 主 に してみ れば、 最上 階の住 人 の苦

情 を聞か な けれ ばな らな い うえに、 い ま

だ に煙 突掃 除 も しな けれ ばな らない こ と

も不満 で あ る。住 人が カッヘ ルオー フ ェ

ンを使 用 す る限 り、煙 突 を きちん と管 理

す る ことは、 消 防上 の 理 由か ら家主 に課

せ られた 義務 であ るか らだ。

■見えてくる隣人関係

　 まだ暖房 をいれ ない季 節 に、 この集 合

住 宅 でぼ や騒 ぎが あ った。上 階 に住 む住

人の床 か ら、 突然煙 が あが って きた とい

うの であ る。 自宅 で小 さ な子 供 を遊 ばせ

てい た住 人 はひ じ ょうに驚 いて 、何台 も
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の消 防車 が建 物 を と りまいた。

　 煙 の原 因 は、煙 突管理 の不 備 にあ った。

階下 に住 む住 人が 、反 故 にな った紙 をス

トーブ で燃 や した煙 が 、煙 突の不 備 のた

め に漏 れて、 上階 の住 宅の床 か らあ が っ

た ので あ る。 家 主 は その 管理 につ い て、

当局 か ら注意 を受 け た。 隣 人た ちは、 寒

い季 節 を迎 える前 に、 この よ うな煙突 の

不 備 が発 見 され た ことを、 む しろ幸運 な

ことだ った と とらえ た。

　 家 主が セ ン トラル ヒーテ ィング を導 入

した の には、集 合住 宅 の資産価 値 を高 め

る とい う狙 いがあ った。 東西 ドイ ツ再統

一 後 のベ ル リ ンで は
、 この よ うな不動 産

投 資 があ ち こちで行 わ れたが 、そ の多 く

は 目論 見 どお りの成 果 をあ げて いな い。

　 そ れ を阻 んでい る ひ とつ の要 因は、借

家 人 の権利 が法 律 に よって厳密 に保 護 さ

れて いて 、借家 人 はその 権利 を よ く知 っ

て行動 す るか らで あ る。 地主 や家 主が投

機 的 な事業 にの りだ した くて も、 容易 に

それが で きない。 この こ とが 、集合 住宅

の住 人 た ち の あ い だ の 人 間 関係 を維 持

し、 ひい ては都 市社 会 を維 持す るこ とに

貢 献 して い る と、 わた しに は思 わ れ る。

石 炭 。これ をひ とつ の カッヘ ル オー フェンに8

～12個 入 れ る



　 た とえば友 人宅 で、 ひ と冬 の あい だに

消費 す る石炭 は約3ト ンであ る。収 納 ス

ペ ー ス に収 まる の は半 トンで あ る ため 、

そ れ を何 回 か に分 け て注 文 す る の だが 、

友人 は それ を隣 人 と組 ん で、 毎 回1ト ン

ずつ 購入 してい る。

　石 炭 の 運搬 と収 納 は店 の 人 に頼 むが 、

配達 日には、 収納 場所 をあ けて汚 れ よけ

の敷 物 を用意 す る な ど、 それ な りの準 備

が必 要 に なる。 こ う した作 業 を隣 人 と組

ん で行 う には、 良好 な隣 人関係 が 前提 に

な る。

　 1ト ン単位 で買 うの は、そ れが 経済 的

だか らで、友 人 は長年 この隣 人 と組 んで

や って きた。 た だ し今 年 は3人 で購 入 す

るこ とに した とい う。 同 じ集 合住 宅 に住

む老 人 が亡 くな り、未 亡 人が ひ と り残 さ

れ たの で、 その未 亡 人の 身の 回 りに も配

慮 した結 果 であ る。

　 隣人 の 目か ら隠れ た とこ ろで ス イ ッチ

をひね れば用 が足 りるセ ン トラル ヒーテ

ィ ング と違 って 、石炭 の購 入 か ら煙突 掃

除、 灰 の始 末 にい たる まで、 隣 人の 目の

なか にはい って くる カ ッヘ ルオ ー フェ ン

は、 そ れ だけ隣 人関係 を 目にみ え る もの

にす る。 だがそ れ は、現代 社 会 を生 きる

人 び とに とって 、 よ り重 要 な もの にな っ

て い る とい え るだ ろ う。

■生活スタイルの選択

　 この 集合住 宅 の人 び とが、 セ ン トラル

ヒー テ ィン グへ の移 行 を拒 んで 、 カ ッへ

ル オ ー フ ェ ンを使 い つづ けて い る の は、

一 時的 な出 費 を厭 うため だ けで はない と

私 は思 う。

　朝 、家 族 の一 日の行 動予 定、 夜 の帰 宅

時 間 な どを考 えなが ら部屋 を暖め 、石炭

に火が まわ るの をゆ っ くりと待 つ 。 この

よ うな行 為 は、近 代化 や ス ピー ド化 と異

なる方 向 を向い た生活 の リズム をつ くり

出 す。 そ う した生 活 ス タイ ルを選択 して

い る人 々の 意識 を見 て取 る こ とが で きる

の であ る。

　 旧東 ドイッ地域 で は、2000年 代 に はい

ってか ら、 セ ン トラル ヒー テ ィ ングが 普

及 しつつ あ る。 その一 方 で、石 油 や ガス

な どの燃 料 費の値 上 げ に よって、 い った

ん セ ン トラル ヒーテ ィング に移 行 した も

の の、 カ ッヘ ルオー フ ェ ンに もどる、 と

い う人 々 も増 えてい る とい う。 こ とに よ

る と、 この 集合 住 宅 の 人 た ちの 選択 は、

今 後、 多 くの人 々が 支持 す る もの に なる

か も しれ ない。

　 東西 ドイツ統 一後 、 グ ローバ ル化 の進

展 とと もに、失 業問 題 は深刻 化 して、社

会 の状 況 は悪 くな った と よ くい わ れ る。

た しか にそ うい う側 面 はあ るが、 そ の よ

うな状 況の なか で、新 しい もの に短絡 的

に移行 す る こと を拒 否す る選 択 もお こ な

われ てい る。 しか もそ れに よ って、 隣人

関係、社 会 関係 が維 持 され てい る とい う

現 実 もあ る。 この よ うな人 々の意 思 もあ

る とい うこ とを、見 逃 して は な らない と

思 う。
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